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Village Topics

ミナミヤンマ観察会

植物観察会

トンボのヤゴや魚を探そう 渋川の空を飛ぶミナミヤンマ

　

日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推

進
協
議
会
で
は
、
去
る
7
月
9
日

㈭
、
田
中
建
設
㈱
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
日
下
川
調
整
池
の
遊
歩
道

３
ヵ
所
の
階
段
整
備
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
定
期
的

に
調
整
池
周
辺
の
環
境
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
調
整
池
を
め
ぐ
る

自
然
遊
歩
道
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

作業状況の写真

渋川トンボまつり
渋川トンボを守る会（浜田征幸会長）

　

去
る
６
月
21
日
、
沖
名
渋
川
地
区
に
お
い
て
、

第
２
回
渋
川
ト
ン
ボ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
渋
川
地
区
は
、
県
内
有
数
の
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ

の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
に
引
き

続
い
て
今
年
も
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
ト
ン
ボ
博
士
こ
と
杉
村
光
俊
氏
に
よ

る
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ
観
察
会
か
ら
は
じ
ま
り
、
上
空

を
と
ぶ
ト
ン
ボ
の
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
10
時
か
ら
は
、
森
野
高
明
氏

に
よ
る
植
物
観
察
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
ト
ン
ボ
池

に
咲
く
ス
イ
レ
ン
や
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
水
生
植
物

を
観
察
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
の
「
ト
ン
ボ
の
ヤ

ゴ
や
魚
を
探
そ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
四
万
十

楽
遊
館
職
員
の
野
村
彩
恵
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

網
と
バ
ケ
ツ
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
池
に
入

り
、
サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
ジ
カ
な
ど
た
く
さ
ん
の
生
物

を
観
察
し
ま
し
た
。「
生
き
た
化
石
」
と
い
わ
れ
、

水
の
き
れ
い
な
渓
流
に
し
か
住
む
こ
と
の
で
き
な

い
「
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
」
の
ヤ
ゴ
も
発
見
さ
れ
、
渋

完成し
た

階段

日下川調整池日下川調整池　 　 階段整備作業階段整備作業で

川
の
水
質
の
良
さ
を
証
明
す
る
形
と
な
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
吉
田
操
さ
ん
か
ら

子
ど
も
た
ち
へ
、
手
作
り
の
水
鉄
砲
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
持
ち
帰
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
渋
川
ト
ン
ボ
ま
つ
り
は
、
渋
川
ト

ン
ボ
を
守
る
会
（
浜
田
征
幸
会
長
）
主
催
の
も

と
、
四
万
十
楽
遊
館
の
職
員
の
方
や
、
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
等
、
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
協
力
が
あ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ

ま
に
は
、
今
後

と
も
渋
川
ト
ン

ボ
公
園
へ
関
心

を
持
ち
、
ご
協

力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日高村グラウンドワーク推進協議会（中野益隆会長）
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Village Topics

村内一斉
清掃

ちなみにゴミの量は　カン・ビン・金物が 330 kg
　　　　　　　　　　草・木・雑が 4,753 kg

　　　　　　　　　　２ｔ車に約７台でした。

日下駅が終わって
きれいになり、
今度は集会所の番

　本年も環境月間中の６月28日㈰に

村内一斉清掃が行われました。

　各自治会の計画で、河川、道路、広

場、下水排水路等がきれいになり安全

快適な環境になりました。お疲れ様で

した。

すんぐに
泥がたまって……

きれいに
なりましたネエ～

とりあえず
落ちちゅうゴミを
拾いましょう
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Village Topics

【 

水
難
救
助
訓
練 

】

【 

夏
季
演
習 

】

【【  

水
難
救
助
訓
練

水
難
救
助
訓
練  

】】

　

６
月
14
日
㈰
仁
淀
川
に
お
い
て
、
日
高
村
消
防
団
、
い
の
町
消
防

団
、
仁
淀
消
防
組
合
、
い
の
警
察
署
合
同
に
よ
る
水
難
救
助
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、水
難
事
故
へ
の
迅
速
な
対
応
と
捜
索
技
術
の
向
上
、

関
係
機
関
の
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
例
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
舟
艇
に
よ
る
探
知
機
で
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
訓
練
及

び
搬
送
訓
練
・
編
隊
訓
練
の
ほ
か
、
ロ
ー
プ
結
索
訓
練
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
川
等
へ
出
か
け

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

だ
け
で
の
遊
泳
や
遊
泳
禁
止
場
所
で

の
遊
泳
等
を
避
け
、
く
れ
ぐ
れ
も
水

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

【【  

夏
季
演
習

夏
季
演
習  

】】

　

平
成
21
年
７
月
５
日
㈰
高
知
県
消
防

学
校
に
て
仁
淀
消
防
組
合
管
内
の
2
町

村
が
集
ま
り
仁
淀
消
防
連
合
会
繰
法
演

習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
の
繰
法

演
習
は
、『
全
国
レ
ベ
ル
』
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
高
く
、
当
日
も
県
内
か
ら
多
数

の
方
が
視
察
に
訪
れ
る
ほ
ど
注
目
を
集

め
る
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
で
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
と
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
分
か
れ
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

日
高
村
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

に
下
分
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
本

郷
分
団
が
出
場
し
、
両
部
門
で
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
操
作
員
別
優
秀
表
彰
に
お
い
て

も
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部　

指
揮
者
で
下

分
分
団
長　

安
岡
吉
和
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

繰
法
訓
練
に
お
い
て
培
っ
た
精
神
・

技
術
を
両
分
団
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
消

防
団
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
戦
競
技
で
は
中
央
分
団
・

沖
名
分
団
が
出
場
し
、仁
淀
消
防
組
合
・

い
の
町
消
防
団
を
抑
え
見
事
、
中
央
分

団
が
優
勝
、
沖
名
分
団
が
準
優
勝
し
ま

し
た
。
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
結
果
と

し
て
表
れ
、
あ
ら
た
め
て
日
高
村
消
防

団
の
技
術
の
高
さ
を
証
明
し
ま
し
た
。

●
繰
法
出
場
者

　
　
【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】　　
【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　

下
分
分
団　
　
　
　
　
　
　

本
郷
分
団

　
　

指
揮
者　

☆
安
岡
吉
和　
　
　

指
揮
者　

松
岡
一
宏

　
　

１
番
員　
　

黒
岩
篤
史　
　
　

１
番
員　

大
野
誠
司

　
　

２
番
員　
　

戸
梶
浩
文　
　
　

２
番
員　

松
岡　

清

　
　

３
番
員　
　

前
田
修
平　
　
　

３
番
員　

戸
梶
泰
彰

　
　

４
番
員　
　

森
下
剛
充

　
　

補
助
員　
　

小
林
優
太　
　
　

補
助
員　

中
山
三
二

　
　

☆
操
作
員
別
優
秀
表
彰

●
実
戦
競
技

　
　
【
優
勝
】　

中
央
分
団　
　
　
【
準
優
勝
】　

沖
名
分
団

●
仁
淀
消
防
連
合
会
定
例
表
彰
（
優
良
章
）
者

　
　

沖
名
分
団　

山
本
牧
主

　
　

下
分
分
団　

濱
田
善
久

防消
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８月の行政相談

９９（きゅう）（きゅう）とと９９（きゅう）（きゅう）でで「「きゅうきゅうきゅうきゅうのの日日」」
すなわちすなわち【【 救急 救急のの日日 】 】です。です。

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急

医
療
に
対
し
て
皆
様
方
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係

者
の
意
識
と
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年

９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日

を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
９

月
７
日
〜
13
日
）
と
し
て
、
全
国
各
地
に
お

い
て
応
急
手
当
の
講
習
会
を
中
心
と
し
た
救

急
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
仁
淀
消
防
組
合
に
お
き
ま
し
て
は

管
内
事
業
所
を
対
象
と
し
ま
し
た
『
普
通
救

命
講
習
』
の
実
施
、
店
舗
前
等
で
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
定
期
普
通
救
命
講
習
】
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

け
が
や
急
病
等
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
知
識
が
な
い
と
適
切
な
処
置
が
で

き
ま
せ
ん
。
消
防
署
で
行
う
普
通
救
命
講
習

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

講
習
時
間
は
約
３
時
間
、
講
習
内
容
は
観

察
要
領
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
等
の
講
習
を
行
い
修
了
者
に
は

普
通
救
命
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
ま

た
、
10
名
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
、
こ
ち

ら
か
ら
出
向
き

講
習
を
実
施
し

ま
す
。
現
在
、

一
般
の
方
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
：
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
と
い
う
機
器
を
用
い
て
除
細
動

を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
習

を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
迅
速
、
的
確
な
取

扱
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
左

記
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分　

 

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署
３
階
に
て

実
施

　
　
　
　

随
時

　
　
　
　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

　
　
　
　

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

３
２
２
１

　
　
　
　

日
高
分
署

　
　
　
　

☎
０
８
８
９

－

２
４

－

５
４
１
１

日時　８月 21日㈮　13 時～ 17 時
場所　日高村社会福祉センター

　行政相談員の中村宏一さんが、左記
の仕事について、住民の皆さまからの
苦情や意見・要望等を受け、その解決
や実現のお手伝いをしています。

①国の仕事
②ＪＲ・ＮＴＴ等の特殊法人の仕事
③県や市町村が国の補助を受けて
行っている仕事

　お気軽にご相談ください。

講習実施日申し込み受付

（申し込みはお早めに）
　２０１０年度版県民手帳の購入予約申
し込みを受け付けています。暮らしやビ
ジネスにぜひご活用ください。

＊価格　ポケット版（8×12 ㎝）　450円
　　　　デスク版　（13×21 ㎝）　750円

＊内容　 行政区画図、日記編（行事予定
表・日記）、資料編、住所録

　　　　東京・大阪地下鉄路線図、他

＊申込期限　平成21年９月10日

＊申込先　　日高村役場総務課
　　　　　　　☎ 24－5113

県民手帳予約受付中‼
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心の相談日
　ストレスがたまっていたりなんだかやる気がで

ない、気持ちがすっきりしないなど、病院に行く程

ではないけれど、ちょっと誰かに相談したい方はい

らっしゃいませんか？

　ご本人はもちろんですが、ご本人が相談に来られ

ない場合はご家族の方の相談もお受けしています。

　必要であれば医師と訪問もしています。お気軽に

ご相談ください。

日時　平成21年８月19日㈬
　　　午後１時30分から５時まで
場所　日高村保健センター
医師　岩村　久　先生（芸西病院　院長）

★ 予約制となっていますので、相談希望の方は
お電話ください。

日高村保健センター　☎ 24－7851

＊麻しん・風しん予防接種（２期・３期・４期）のお知らせ＊

夏休みを利用するなどして早めに受けておきましょう。

麻しん・風しん混合予防接種（２期・３期・４期）

対象者 平成21年度の対象者 接種期間

２期 小学校就学前の１年（年長） 平成15年４月２日～
平成16年４月１日　　生まれ 平成21年４月１日～

平成22年３月31日
３期 中学１年生 平成８年４月２日～

平成９年４月１日　　生まれ

４期
高等学校３年生に相当する
年齢の方

平成３年４月２日～
平成４年４月１日　　生まれ

＊病院を受診される時は、予診票を持参してください。

＊定期予防接種の予診票は、すでに個別通知をしています。

＊転入された方、予診票をお持ちでない方は日高村保健センターまでご連絡ください。

日高村保健センター　  ☎ 24－7851

　県では、県内の町村に在住する母子家庭の
お母さんを対象に、自立を支援する事業を実
施しています。
　就職に役立つ資格や技能の習得を目的とす
る各種講座を受講する場合には、受講料を助
成します。
　また、看護専門学校などで長期の教育訓練
を受ける場合は、生活費を支給します。
　助成にあたっては支給要件がありますので、
下記までお問い合わせください。

問い合わせ先

　　高知県中央西福祉保健所
☎ 0889－22－1247

　　高知県地域福祉部児童家庭課
☎ 088－823－9654

母子家庭の自立を
支援します
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① ② ③

 ① 国民健康保険標準負担額減額認定証

 ② 国民健康保険限度額適用認定証

 ③ 国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

　①または②または③の証は７月31日が有効期限となります。
　継続して適用を受けられたい方は８月１日～31日の期間中に役場健康福祉課までお越しください。
ただし、平成21年度に住民税課税世帯となっている方は認定されない場合があります。

※必要なもの

　◎印鑑

　◎保険証（ ◎高齢受給者証

　　をお持ちの方はそちらも

　　併せてお持ちください。）

区　　分
一般病床に入院のとき 65歳以上の方が療養病床に入院のとき※

食事代（１食につき） 食事代（１食につき） 居住費

一　　般
（住民税課税世帯の方）　

260円

入院時生活療養Ⅰを算定する保険医療機関
に入院の場合　

460円

1日
320円

入院時生活療養Ⅱを算定する保険医療機関
に入院の場合　

420円

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

90日までの入院　 210円
210円

90日を超える入院 160円

70歳以上74歳以下の
方で低所得区分Ⅰの
世帯の方　　　　　

100円 130円

※ ただし、療養病床に入院中の方で入院医療の必要性の高い方は、一般病床に入院のときの食事代と同じになります。

健康福祉課　　☎ 24－5112

をお持ちの方に
更新のお知らせ

　入院時の食事の標準負担額は表のとおりです。
　①または②または③の証は「住民税非課税世帯」の方の申請により認定・発行します。
　現在認定証をお持ちでない方で、該当すると思われる方は役場健康福祉課まで
申請にお越しください。

※必要なもの
　◎印鑑
　◎保険証（ ◎高齢受給者証をお持ちの方はそちらも併せてお持ちください。）
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有
効
期
限
が
平
成
21
年
7
月
31
日
ま
で
の
証
を
お
持

ち
に
な
っ
て
い
た
方
で
、
平
成
21
年
度
も
世
帯
の
課
税

状
況
に
変
更
の
な
い
方
に
は
、
有
効
期
限
が
平
成
22
年

7
月
31
日
ま
で
の
新
し
い
証
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
証
は
、
平
成
21
年
度
分
の
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
く
認
定
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
日
高

村
役
場
健
康
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
係
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※ 

申
請
が
遅
れ
た
場
合
や
医
療
機
関
に
提
示
し
な
か
っ

た
場
合
の
食
事
代
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
入

院
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
払
い
戻
し
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
一
回
の
状
況
確
認
の
た
め
所
得
状
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
給
者
の
方
に

は
届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者

※ 

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
、
所
得
制
限
に
か
か
る
場
合
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

　

入
院
時
の
自
己
負
担
額
等
が

減
額
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
は
、
非
課
税
世

帯
の
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

障
害
の
程
度
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
が
必
要
な
物

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
」

　
（
お
手
元
の
ピ
ン
ク
の
証
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課　

障
害
係

　

☎ 

24

－

５
１
１
２

8
月
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
提
出
月
で
す
！

問い合わせ先

　日高村役場健康福祉課　後期高齢者医療係　☎ 24－5112

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を
！

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
中
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資

格
が
あ
る
か
審
査
を
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合

は
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
８
月
上
旬
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
提
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
な
い
ま
ま
２
年
間
が

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
受
給
資
格
が
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
一
定
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

　

○ 

父
が
死
亡
、
重
度
障
害
ま
た
は
生
死
不
明
で

あ
る
児
童

　

○
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

　

○
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　

○ 

母
が
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童

● 

次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

○ 

児
童
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

　

○ 

児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
ま
た
は
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
場
合

　

○ 

母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も
含
む
）
に
養
育

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課 

☎ 

24

－

５
１
１
２

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）の

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）の

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

認
定
証
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）の

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て
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県政出前講座をご利用ください県政出前講座をご利用ください
　県職員が地域にお伺いして、ご説明します。

県政出前講座とは？
　県庁職員が地域で県の取り組みや事業について、説明や意見交換等
をする講座のことです。

テーマは？
　５１あります。
　例） 高知県の産業振興計画・南海地震・少子化対策・地球温暖化対策等

誰でも申し込めるの？
　 参加人数が20～30人程度の集会、グループでお申し込みください。
　　例）自治会・地域の団体・ＮＰＯ等
　ただし、政治活動、宗教活動や営利、要望、苦情、交渉を目的とす
るものは対象外です。

問い合わせ先　高知県広報広聴課　☎ 088－823－9898

　高知県のホームページでもご覧になれます。　

９
月
１
日
〜
９
月
10
日
は

「
屋
外
広
告
美
化
旬
間
」

９
月
10
日
㈭
に
実
施

☂
…
…
９
月
17
日

対
象
… 
違
法
に
屋
外
へ
掲
出
さ
れ
て
い
る
は
り

紙
・
は
り
札
・
立
て
看
板

屋
外
広
告
物
は
土
木
事
務
所
の
許
可
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
中
央
西
土
木
事
務
所

　

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

２
１
１
４

違
反
広
告
物
の
一
斉

除
去
が
行
わ
れ
ま
す

★ 平成21年度『少年の主張』
　高知県大会発表者募集

★ 平成21年度『家庭の日』
　ポスター・標語募集

問い合わせ先

〒780－0915
　高知市小津町6－4
　高知県立塩見記念青少年プラザ内
　青少年育成高知県民会議

☎088－825－0884

青少年育成
高知県民会議より

●
採
用
予
定
日　

平
成
22
年
４
月
１
日

●
職
種　
　
　

助
産
師
、
看
護
師

●
資
格　
　
　

免
許
所
有
者
又
は

平
成
22
年
４
月
免
許
取
得
見
込
者

●
募
集
期
間　

 

平
成
21
年
８
月
３
日
㈪
〜

平
成
21
年
９
月
17
日
㈭
ま
で

●
試
験
日　
　

平
成
21
年
10
月
17
日
㈯

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
８
３

－

８
５
０
５

　
　

高
知
県
南
国
市
岡
豊
町
小
蓮

　
　

高
知
大
学
医
学
部

　
　

病
院
事
務
部
総
務
管
理
課
人
事
グ
ル
ー
プ

　
　

担
当　

樫
本

　
　

☎
０
８
８

－

８
８
０

－

２
２
２
４

高
知
大
学
医
学
部

附
属
病
院
看
護
職
員
募
集

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
８
０

－

０
８
７
０

　
　
　

高
知
市
本
町
４

－

２

－

１
５　
　
　
　
　

　
　
　

建
設
会
館
内　

建
退
共
高
知
支
部

　
　
　

☎
０
８
８

－

８
２
２

－

６
１
８
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・

証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

お
心
あ
た
り
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
市
桟
橋
通
５

－

４

－

５
５

　

高
知
港
湾
合
同
庁
舎
内　

高
知
税
関
支
署

　

☎
０
８
８

－

８
３
２

－

６
１
３
１

保
管
物
件（
通
貨
・
証
券
）

の
返
還
に
つ
い
て
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配食サービスのご案内配食サービスのご案内配食サービスのご案内配食サービスのご案内
　わのわ会では、ご家庭のテーブルまで運ぶ配
食サービスをおこなっています。

配達のある日　月曜日から土曜日
　　　　　　（祝日年末年始は休み）
お申込みお問い合わせ
　NPO法人日高わのわ会　☎ ２４－４００４ 

「平成21年度仁淀川流域交流会議流域活性化補助金」のお知らせ
　

仁
淀
川
流
域
の
保
全
と
流
域
圏
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
仁
淀
川
流

域
交
流
会
議
で
は
、
仁
淀
川
流
域
の
地
場
産

業
育
成
・
観
光
振
興
・
清
流
保
全
を
推
進
し
、

個
性
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
仁
淀
川
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る

団
体
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

１
、
補
助
対
象
事
業

（
１
） 

仁
淀
川
流
域
の
観
光
振
興
を
図
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ピ
ー
ル
活
動

（
２
） 

仁
淀
川
流
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
、

更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

（
３
） 

仁
淀
川
の
清
流
保
全
を
推
進
す
る
た

め
の
美
化
・
啓
発
活
動

２ 

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
は
、
対
象
事
業
と
な
り
ま

せ
ん

（
１
） 

団
体
の
経
常
的
な
運
営
に
属
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業

（
２
） 

そ
の
内
容
が
、
主
と
し
て
視
察
ま
た

は
研
修
を
目
的
と
し
て
い
る
事
業

（
３
） 

そ
の
効
果
が
専
ら
個
人
ま
た
は
当
該

団
体
に
帰
属
し
、
公
益
性
を
欠
く
と

判
断
さ
れ
る
事
業

（
４
） 

そ
の
要
す
る
経
費
が
主
と
し
て
人
件

費
、
食
糧
費
、
旅
費
ま
た
は
備
品
購

入
費
で
あ
る
も
の

（
５
） 

他
の
団
体
へ
の
財
政
支
援
を
目
的
と

し
た
事
業

３
、
補
助
対
象
団
体

　

国
、
県
ま
た
は
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
も
し
く
は
営
利
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
以
外
の
団
体
と
し
、

法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
っ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
具
備
す
る
団

体
と
す
る
。

（
１
） 

定
款
ま
た
は
寄
附
行
為
に
相
当

す
る
規
約
等
が
あ
る
こ
と
。

（
２
） 

団
体
の
年
間
事
業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

（
３
） 

団
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
の
決
定
手
続
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

４
、
補
助
率
等

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
と
し

５
０
０
千
円
を
限
度
と
す
る
。

５
、
受
付
期
限

　

８
月
28
日
㈮

６ 

、
補
助
金
の
申
請
お
よ
び
提

出
先

　

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局
等
に

備
え
付
け
て
あ
る
所
定
の
様
式
に
関
係

書
類
を
添
え
て
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

事
務
局
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆  問い合わせ先  ◆
〒781－1192　土佐市高岡町甲2017－1

土佐市役所 企画調整課内
仁淀川流域交流会議事務局
 ☎  088－852－7609
FAX 088－850－2075

税務署からのお知らせ
国税に関するご相談について

　税務署では、国税に関するご相談のうち、相談内
容が複雑で関係書類等により事実関係を確認する必
要があるものについては、事前にお電話にてご予約
いただいた上で、税務署での面接により対応してい
ます。
　面接相談をご希望される場合は、自動音声案内に
従い、「２」番を選択の上、担当職員にご住所・お名前・
相談内容を伝え、相談日時をご予約ください。
　納税者の皆様の待ち時間を少なくし、相談を効
率よく行うためご予約いただくこととしていますの
で、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、国税に関する一般的なご相談については、
自動音声案内の「１」番を選択していただければ、
国税局「電話相談センター」の税務相談官がご相談
をお受けします。

伊野税務署
〒781－2103　吾川郡いの町幸町５番地
　☎ 088－893－1121

有料広告
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野野村村ピピアアノノ教教室室 

おお子子ささんんかからら大大人人のの方方ままでで、、初初心心者者大大歓歓迎迎でですす。。
体体験験レレッッススンンももししてていいまますすののでで、、おお気気軽軽ににおお電電話話くくだだささいい  

００９９００（（９９７７７７８８））６６２２６６２２

９９月月６６日日（（日日））１１４４：：００００～～ 
社社会会福福祉祉セセンンタターー２２ＦＦ大大ホホーールル

長山田教室

奥の谷集会所教室

長山田教室

奥の谷集会所教室

。。

発表会

ホエールウォ
ッチング参加者募集！ホエールウォ
ッチング参加者募集！

仁淀川流域交流会議　親子自然体験

　この度、仁淀川流域交流会議では親子自然体験として、ホエールウォッチングを計画しました。日
程など詳しくは次のとおりです。皆さまの参加をお待ちしております。

実 施 日：８月30日㈰
※天候等により出港できない場合は９月６日㈰ 予定
実施場所：土佐市宇佐地区
参 加 費：大人　２,０００円　子ども　１,０００円
集合場所：宇佐しおかぜ公園（土佐市宇佐町橋田浜）
集合時間：7：30集合
募集対象：親子連れ（小学生対象）
募集人数：10組20人予定（定員となった場合は抽選となります。）
　　　　　抽選結果につきましては８月20日頃、送付予定です。
注意事項：妊婦の方は乗船できません。
                船内に飲食物の持ち込みは自由です。
               （ただしお酒は不可）
                動きやすい服装で参加してください。
所要時間：約５時間程度（ただし発見位置により帰港時間が変わることがあります。）
主　　催：仁淀川流域交流会議
　　　　　（高知市・いの町・佐川町・越知町・仁淀川町・日高村・土佐市）

申込・問い合わせ先

仁淀川流域交流会議事務局
（土佐市役所 企画調整課）

☎  088－852－7609
FAX 088－850－2075

【
組
合
許
可
搬
入
業
者
の

平
成
21
年
夏
季
休
暇
に
つ
い
て
】

　

8
月
13
日
㈭
か
ら
16
日
㈰
ま
で
の
間
、

組
合
許
可
全
業
者
が
盆
休
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 
し
尿
収
集
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
早

め
に
許
可
業
者
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。 仁

淀
川
下
流
衛
生

事
務
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

四
国
財
務
局
に
「
相
談
窓
口
」
が
ご

ざ
い
ま
す
。

相
談
方
法　

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

相
談
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先 　

　
　

 

香
川
県
高
松
市
中
野
町
26
番
１
号

　
　

四
国
財
務
局　

財
務
広
報　

　
　

相
談
官
多
重
債
務
相
談
員

☎ 

０
８
７

－

８
３
１

－

２
１
５
５

８月
17日㈪

募集締切
り

ホエールウォ
ッチング参加者募集！

多
重
債
務
で

お
悩
み
の
方
に

有料広告
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内
に納めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付
けられています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわ
らず納付しない人に対しては、財産の差し押さえを
行うこともあります。

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

● 

寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含

む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と

き
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
の
あ
っ
た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

寡
婦
年
金
額
＝ 

夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
　
　
　
　
　

４
分
の
３

※ 

た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い

た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

● 

死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
３
年
以
上
（
一
部
納
付
を
し
た
期

間
の
月
数
は
、
一
部
納
付
の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納
め
た
人
が
、
年
金

を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
一
時
金
の
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
１
２
０
，０
０
０
円
か
ら
３
２
０
，０
０
０
円
）

※ 

付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
８
，５
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

け
ら
れ
る
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

● 

付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※ 

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
４
回　

ね
ん
き
ん
ポ
ス
タ
ー

第
４
回　

ね
ん
き
ん
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
募
集
に
つ
い
て

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
募
集
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
基
本
理
念
を

周
知
し
、
制
度
へ
の
参
加
意
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
世

代
を
担
う
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
と
し
た
年
金
教
育
の
一
環
と

し
て
、
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
作
品
に
は
、

「
ね
ん
き
ん
」
も
し
く
は
「
年
金
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も

ポ
ス
タ
ー
部
門
の
み
の
募
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
年
金
は
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」「
年
金
で
つ
く
る
豊
か
な
老
後
」
ま
た
は
「
家

族
と
年
金
」「
年
金
は
老
後
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
表
現
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｂ
３
サ
イ
ズ
ま
た
は
四
つ
切
の
画

用
紙
を
使
用
し
、
学
校
単
位
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

最
優
秀
作
品
は
「
社
会
保
険
庁
全
国
年
金
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推
薦
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
は
６
月
15
日
㈪
か
ら
９
月
15
日
㈫
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す

年
金
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
大
き
な
役
割
を
に
な
う
中
学
生
や
高
校
生
を

対
象
に
、
社
会
生
活
に
お
い
て
必
要
な
知
識
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
的

年
金
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
、理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

学
校
の
授
業
へ
の
講
師
派
遣
や
教
材
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ね
ん
き
ん
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
年
金
教
育
の
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
８
０

－

８
５
４
７

　

高
知
市
本
町
４
丁
目
２

－

40　

ニ
ッ
セ
イ
高
知
ビ
ル
８
階

　

高
知
社
会
保
険
事
務
局　

運
営
課　

企
画
給
付
係

６月15日 ㈪

～９月15日 ㈫
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生徒総会

七夕祭り エコブック活動

９ 月 は 日 下 小 学 校 で す

日高中学校日高中学校日高中学校

日高中学校生徒会スローガン決定‼

その実現のために…

　１．あいさつをする。
　２．一人ひとりを大事にする。
　３．行事など、みんなで協力して取り組む。
　４．校則、授業のきまりを守る。

　日高中学校生徒会では昨年度、｢みんなが協
力できる明るい学校」をスローガンに掲げ、一
人ひとりのことをみんなが考えられる、そんな
関わり合いを大切にできる学校を目指し、協力
して頑張ってきました。そして今年はさらにお
互いのことを大切にし、磨き合って前進できる
ようにと「思いやりと笑顔あふれる学校」をス
ローガンに掲げました。このスローガン実現の
ために、具体的な目標を４つ決め、６月18日
に行われた生徒総会で各学年で話し合ったこと
を発表し、全校で「この一年間力を合わせて頑
張っていこう！」と確認しました。

七夕祭り
　７月７日の七夕に向けて、玄関前に笹を用意しました。
「四国大会に行けますように｣「サッカーが上手くなりますよ
うに」「志望校に合格できますように」「校舎が建て変わりま
すように」……２本の笹にはみんなからの願い事が書かれた
たくさんの短冊がゆれていました。「To return to Hidaka 
some day !（いつの日か日高に帰ってこられますように）」
８月にはアメリカへ帰られるテシーナ先生も願いを込めて短
冊を書いてくれました。

エコブックプロジェクト
～ご協力ありがとうございました～
　日高中学校では朝読書を実施していますが、
図書室の本が不足しています。そこで昨年度、
使わなくなった本を寄付してもらい朝読書の
時間に活用していこうとエコブックプロジェク
トをスタートしました。各家庭や地域へ呼びか
け、147冊もの本が集まりました。集まった本
を置く本棚も作り、各学級に配置しました。多
くの生徒がエコブックを利用し、充実した朝読
書の時間を過ごせています。

日高中生徒会スローガン　「思いやりと笑顔あふれる学校」　
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　６月15日㈪小学校の代休の日に児童館でアイロン
ビーズ作りを行いました。
　みんなで協力して同じ色を集めたり、作りたい形に真
剣に取り組む子どもや、友だちのお手伝いをする子ども、
みんなでワイワイと楽しくいろいろな形が完成しました。

　６月15日㈪に東部
児童館の裏の畑で「サ
ツマイモの苗植え体
験」をしました。
　50本のサツマイモ
の苗をみんなで丁寧
に植えました。
　秋には、りっぱな
お芋になりますよう
に。

　６月16日㈫に日下小学
校の１年生25名が東部児
童館の見学に来ました。
　館長からの児童館の説明
を聞いたあと５グループに
分かれゲームをしました。
　その後、天気も良かった
ので、児童館のグラウンド
でトンボを捕まえたり遊具
で遊んだりと元気に楽しん
だ後に『また来ます』と学
校に戻って行きました。

　７月１日㈬に若葉子ども会では「七夕飾り作
り」を行いました。自分の将来の事や家族の事、
とんでもない事などを短冊に書き込み、折り紙
で作った飾りと一緒に飾りつけを行いました。
　飾りつけが終了すると、みんなでフルーツポ

ンチをおいしく頂きました。
　願い事がかないます様に。

第123号　2009.８.１　日高村立図書館

６月の入館者数 822人コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信８８月

８月に入る本

 ８月の予定

 ８月の展示

○ 開館時間　午前10時～午後６時
○ 休 館 日　月曜日・祝日・年末年始
○ 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　 日高村本郷192　　　 20－1533

８日(土)10～11時　おりがみ教室（森下節子先生）
　　　11～12時　おはなしの森スペシャル（朗読ひだか）
                  　　　　 ★朗読劇「ロビン・フッドの冒険」他
15日(土)14～16時　民話と紙しばいのへや（パラソル）
29日(土)14～16時　ストーンペインティング

毎月入る本については広報に挟み込みの「日高村イベン
トカレンダー」の裏面「図書館回覧板」でお知らせして
います。日高村教育委員会のホームページでもご覧いた
だけます。(随時更新 )

http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

◆ 図書館利用案内 ◆

　おかげさまで開館11年目を迎え、利用してくださる村民の方も増え、さらなるサービス向上のために定期的に館内整
理日を設けることになりました。秋頃から毎月最終日曜日が休館となる予定です。ご不便をおかけしますが、ご理解の
程よろしくお願い申し上げます。（詳細は館内でも掲示予定）

全て大人も子ども、みなさんで！

　６月の佐川中に続き、７月には日高中３年生２名が、
職場体験学習をおこないました。期間中は本の移動など
の力仕事もしてもらい、とても助かりました。どの職で
も同じですが、見えている仕事だけ
でなく、それを支えるために見えな
い仕事がたくさんあることを少しで
も感じてもらえればと思いました。
　中学生が自分たちのおすすめ本を
ＰＯＰで紹介していますので、見に
来てくださいね。

（一般書）※前号で予告の予定が変更になりました
　　　　「松本清張の世界」「大人だって、絵本」
（児童書）「夏休み課題図書」「しらべる !つくる !」

「龍神の雨」道尾秀介／「贖罪」湊かなえ
「RANK」真藤順丈／「アマルフィ」真保裕一
「夜想曲集」カズオ・イシグロ　　　　　ほか

※一部です
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俳
句
教
室
コ
ス
モ
ス　
　

寸
評　

い
ち
び

○
モ
ネ
の
庭
池
い
つ
ぱ
い
の
睡
蓮
や

山
中　

静
江

　

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
モ
ネ
が
描か

い
た
睡
蓮
の

絵
は
と
て
も
有
名
で
す
。
こ
の
句
の
作
者
が
、

安
芸
郡
北
川
村
の
モ
ネ
の
庭
へ
行
っ
た
時
は
、

池
の
中
の
睡
蓮
の
花
が
見
ご
ろ
。
モ
ネ
の
絵
を

思
い
う
か
べ
な
が
ら
、時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
、

目
の
前
の
睡
蓮
を
眺
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
過
ぎ
去
り
し
日
々
帰
ら
ず
に
母
子
草

山
中　

芳
子

　

過
ぎ
去
っ
た
日
々
の
中
に
は
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
や
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
い
ろ
〳
〵
あ

り
ま
す
。
こ
の
句
で
は
、〝
母
子
草
〞
と
い
う

詞こ
と
ばか
ら
、
作
者
と
今
は
亡
き
母
と
の
楽
し
か
っ

た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
こ
と
が
想
像

さ
れ
ま
す
。
母
子
草
は
春
の
七
草
の
一
つ
で
、

ご
ぎ
ょ
う
と
も
言
い
ま
す
。

 

谷
岡　

葉
子 

嫁
ぎ
き
て
は
や
五
十
回
の
梅
雨
の
時
期

す
い
れ
ん
に
あ
り
し
日
の
こ
と
思
ひ
出
す

寺
田　

信
子 

赤
飯
で
健
康
願
ふ
母
の
日
に

空
梅
雨
に
農
作
物
も
ひ
め
い
あ
げ野

村　

近
子

巣
作
り
を
い
そ
ぐ
つ
ば
め
の
場
所
探
す

梅
漬
の
塩
水
上
り
し
そ
を
も
む

山
本
眞
知
子 

ざ
わ
ざ
わ
と
若
葉
を
ゆ
ら
す
山
の
風

た
そ
が
れ
の
庭
に
明
る
き
月
見
草

池野いちび選

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

初
心
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。

俳句教室
次
回
予
定　

平
成
21
年
８
月
３
日
㈪

兼
題
「
夏
の
空
」

　

片
岡　

幸
枝

一
時
間
と
決
め
て
毎
日
草
を
引
く

お
隣
の
百
合
の
程
好
く
匂
ひ
く
る

　

門
田
の
ぶ
子

含
羞
草
誰
も
が
触
れ
て
農
の
市

端
居
し
て
考
へ
ご
と
の
多
か
り
き

　

駒
木　

基
克

土
掻
い
て
被
る
も
の
無
し
羽
抜
鶏

明
け
ゆ
け
る
空
に
色
無
し
蜻
蛉
生
る

　

中
村　

梅
子

前
を
ゆ
く
車
七
夕
竹
束
ね

片
陰
に
犬
が
監
督
庭
手
入
れ

　

中
山　

美
根

空
梅
雨
に
棟
梁
上
る
梯
子
段

山
道
の
何
処
で
咲
く
や
ら
百
合
匂
ふ

　

南
部
記
代
子

百
合
の
額
掛
け
ら
れ
よ
り
明
る
か
り

梅
雨
曇
り
長
き
髪
切
る
デ
イ
の
朝

　

橋
詰
登
志
子

朝
顔
が
咲
い
た
と
云
え
ば
涙
ぐ
む

梅
雨
雲
や
渓
這
い
下
り
て
河
お
ほ
ふ

　

浜
田　

博
子

薄
紅
の
笹
百
合
に
香
の
濃
き
流
れ

縞
浮
き
て
西
瓜
そ
こ
こ
こ
現
れ
に
け
り

　

濱
田　
　

幸

谷
音
の
聞
ゆ
山
路
の
暑
さ
か
な

蜘
蛛
糸
に
ひ
か
れ
空
向
く
百
合
の
花

　

岩
村　

さ
と

白
百
合
に
願
ひ
か
な
は
ず
時
は
過
ぎ

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
夏
蒲
団

　

池
野
い
ち
び

上
を
向
く
毛
虫
の
顔
の
あ
ど
け
な
し

亀
の
子
の
重
な
り
合
う
て
抗
は
ず

川
瀬　

晴
恵

○
起
き
抜
け
に
鶏
に
餌
や
る
涼
し
さ
よ

〝
涼
し
さ
〞
は
、
暑
い
夏
の
中
で
こ
そ
感
じ

ら
れ
る
の
で
、
夏
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
。

寝
床
か
ら
出
た
ば
か
り
の
、
夏
の
朝
の
涼

し
さ
は
、
ま
た
格
別
で
あ
る
。

鶏
が
よ
ろ
こ
ん
で
、
駆
け
寄
っ
て
く
る
、

す
が
す
が
し
い
朝
の
一
句
で
あ
る
。

　

鎮
西　

美
緒

○
大
南
風
真
向
ひ
来
る
や
杜
に
立
つ

〝
南み

な
み風
〞と
い
う
の
は
、夏
に
吹
く
、暖
か
く
、

穏
や
か
な
、
南
寄
り
の
風
の
こ
と
で
あ
り
、

〝
杜も

り

〞は
、
特
に
神
社
の
あ
る
地
の
木
立
の

こ
と
を
言
う
。

作
者
は
、
今
、
大お

お
み
な
み

南
風
を
真
正
面
に
受

け
な
が
ら
杜
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
は
、
八
幡
神
社
（
日
高
村
長
崎
）
の

境
内
で
あ
ろ
う
。

　

伊
野
部
哲
也

石
積
み
の
固
き
運
河
や
夏
柳

煙
草
の
火
赤
く
織
る
や
梅
雨
の
月

　

柏
井　

皓
子

雷
鳴
に
一
句
消
さ
れ
て
一
句
生
る

下
校
子
の
必
ず
立
ち
寄
る
岩
清
水　

　

北
添　

正
子

梅
雨
時
に
病
め
る
身
の
知
る
天
気
予
報

小
白
鳥
子
供
み
ん
な
を
背
に
入
れ
て

　平成19年８月から２年間にわたり、
日高村の ALT（外国語指導助手）と
して勤務していただいた「テシーナ」
さん。今年の８月に勤務を終えて、ア
メリカに帰国されます。こどもたちに
もすごく親しまれ、外国語教育や国際
理解などの進展に力を注いでいただき
ました。
　２年間という限られた期間でした
が、本当にありがとうございました。

ありがとう！

テシーナ！

See you again

Thank you
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　ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況

平成21年１～６月分（６月）
人身事故　　19件（１件）
死　　者　　０名（０名）
傷　　者　　23名（１名）

日高村の人口

６月末現在
（前月比）

世帯数 　 2,480　（＋８）
人　口 　 5,861人（－３人）
　　　 男 2,767人（－１人）
　　　 女 3,094人（－２人）

Village NowVillage Nowお誕生おめでとうございますお誕生おめでとうございます

お誕生日 氏名 性別 保護者 自治会

６月13日 野村璃
り と

斗 男 豪 岩目地東

６月17日 矢野佑
ゆう

真
ま

男 和弘 猿田

６月18日 森下佳
か ほ

穂 女 悟志 九頭

がんばれ！海心君　がんばれ！海心君　がんばれ！海心君　

第34回秋耕展　彩光賞　受賞おめでとうございます！

　日下小学校の笠原海心君が第49回高知県武道室戸大会・第13回宿毛
少年柔道錬成大会と
２大会で小学生個人
２年生の部で見事に
優勝をはたしました。

　これからも日々の
練習に励まれ、益々
のご活躍をご祈念い
たします。

柔道

今回の作品の
テーマは？

彩光賞
とは？

秋耕展 
とは？

優勝おめでとう。

第34回秋耕展　彩光賞　受賞おめでとうございます！

　日高村下分にお住まいの島田瞳さんが七宝焼で、彩光賞を受賞されました。

　国立新美術館（東京都港区）で開催される同展に出発の前日、子育てを
しながら永年、制作活動を続けてこられた沢山の作品を見せていただき、
お話を伺いました。

　残暑の中での農耕作業はとても厳しいもの。それを比喩
し「美術の大地を耕しましょう」という秋耕会が行ってい
る展覧会。

　絵画（洋画・日本画・水彩画）、工芸、写真、彫刻、全部
門の大賞。

　「コラボレーション」（ビレッジの鷹）
　ある日のこと、ご自宅の庭から見た南の空に、大
鷹がとても勇壮に旋回していました。「来て！見て！
みてっ！」とご主人を呼び、お二人でしばし眺めて至

福の時を過ごされたようです。畳１枚よりやや大きめの作品には大鷹の
目、嘴、翼、目前の杉木立、西方面の遠山等、この時の情景と清流仁淀川
が描かれていて、島田さんの日高村に対する思いがこめられた作品です。

村
長
コ
メ
ン
ト

　

島
田
瞳
さ
ん
、
笠
原
海
心
君
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
田
さ
ん
は
七
宝
焼
と
い
う
芸
術
の
分
野

で
、
笠
原
君
は
柔
道
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
分
野

で
の
今
回
の
受
賞
は
村
に
と
っ
て
も
大
き
な

誇
り
で
す
。
今
後
も
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。


